
栗山天満宮例大祭栗山天満宮例大祭
9 月24 日（火）・25 日（水）・26 日（木）9 月 24 日（火）・25 日（水）・26 日（木）

北海道内では屈指の露天出店数を誇り、約９万人の来場者が訪れ
る栗山町の秋の一大イベント『栗山天満宮例大祭』が開催されま
した。あいにく、中日の 25 日は雨天により一部イベントが中止さ
れましたが、宵宮祭儀、松前神楽奉納などの神前儀式や、恒例となっ
たＹＯＳＡＫＯＩソーランｉｎ栗山まつりや、味覚まつりなども
同時開催され、まつりは大いに盛り上がりました。



栗山町消費者協会（稲市男会長）主催の第 40 回消
費者まつりが 8 月 25 日、勤労者福祉センターで開か
れました。今年のテーマは「今こそ日本食を見直そう」
栗山赤十字病院の真井睦子管理栄養士が講師になり、
だしの味や塩分の濃さを確認してもらうみそ汁の試食
コーナーや、スーパーなどで売られている惣菜を使っ
た料理実演コーナーが開かれました。このほか、恒例
のバザーやリフォームした服のファッションショーが
開かれるなど、会場は大いに盛りあがりました。 

日本食を見直し健康に
消費者まつりで食を考える

田園風景の中を力走
第 44 回くりやまマラソン

第 44 回くりやまマラソン大会（主催：町陸上競技協会）
が 9 月 1 日に行われ、町内をはじめ道内のランナー約
400 人が参加しました。年齢、男女ごとに 3km、6km、
10km のクラスに分かれて栗山小学校前を一斉にスター
ト。富士、共和地区などを経由しスポーツセンター横の
ゴールを目指して力走しました。チームで参加し、6 キ
ロを完走した札幌市の中田 進さん（64 歳）は「公式の
マラソンは 13 年ぶり。走り切れるか不安だったけど完
走できたので良かった」と話していました。

まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索

北海道社会貢献賞受賞
消費生活関係功労者

栗山消費者協会の稲市男会長 ( 錦 3 丁目 ) が北海道社
会貢献賞（消費生活関係功労者）で北海道知事から表彰
状が贈られ、9 月 4 日、椿原紀昭町長へ報告に訪れまし
た。稲さんは、平成 13 年に栗山消費者協会会長に就任
してから、消費者教育や人材育成に努めるとともに、安
全な消費生活、食の安全・安心に対する正しい知識と普
及啓発に尽くされました。また、昨年設置された近隣３
町による南空知消費生活相談室の開設に尽力されその功
績が認められました。

尾木ママの講演会
共感することで子どもの心は元気に

尾木ママの愛称で親しまれている教育評論家、法政大
学教職課程センター長・教授の尾木直樹氏の講演会「共
感♡子育てのススメ」が 8 月 27 日、カルチャープラザ

「Eki」で開かれました。おなじみの口調とユーモアを交
えた軽快なトークで会場の 400 人を魅了。尾木さんは「子
どもは自分のことを好きになると、新しいことや困難に
挑戦する意欲がわく。しかることより、にこやかにほめ
て、子どもを認めることが大切。つらさに共感すること
で子どもの心には元気が湧いてくる」と呼びかけました。

栗山青年会議所（飯尾隆亮理事長）主催の河川清掃が
9 月 14 日、雨煙別川で行われました。同会議所メンバー
をはじめ約 30 人が、公園橋から山の手橋までの約 800
ｍを 2 班に分かれ、河床や河川敷にあるごみを手作業に
より収集しました。参加者の太田華奈さん（栗山小４年）
は、「疲れたけど楽しかった。ごみを捨てないきれいな
川にしてほしい」と話してくれました。、清掃終了後に
は勉強会も行われ、サケが産卵できる環境づくりや魚類
の調査が行われました。

栗山町 検索

総合防災訓練実施
災害には継続した取り組みが必要

地域住民の防災意識向上と災害に強い地域づくりを目
的に「総合防災訓練」が 9 月 8 日、栗山小学校で行わ
れました。震度 6 の地震を想定した訓練では、町が設置
した災害対策本部が、４つのまちづくり協議会の地域に
避難指示を発令。対象住民約 400 人が避難訓練を実施
しました。このほか、小学校の校舎屋上に避難していた
負傷者を消防署のはしご車を使って救出する訓練や、重
症患者を運ぶドクターヘリ搬送訓練、参加者によるバケ
ツリレー消火訓練などを実施しました。 

「一期一会」をテーマに、第 26 回北海道介護福祉学
校祭が開かれました。9 月 14 日の一般公開日には、学
生によるベットメイキングや介護実演などが行われ、会
場に訪れた来場者らは学生の説明を受けながら見学しま
した。また、校庭の特設ステージでは、交換留学生とし
てフィンランドから来町しているターニャ・トゥルネン
さんとティーア・モイラネンさんがフィンランド発祥の
フォークダンス「ジェンカ」を披露するなどし、来場者
からは拍手がおくられていました。

めぐみ幼稚園で消防施設見学
消防車や救急車の中はどうなっているの？

栗山めぐみ幼稚園の園児たち 45 人が、9 月 5 日、南
空知消防組合消防署の施設見学を行いました。消防署職
員から説明を聞きながら、救急車や消防車、はしご車の
内部の見学や、防火服やヘルメットを身に着け記念撮影
するなど楽しく施設の見学をしました。また、宝くじの
社会貢献広報事業の助成金で整備した、スモークマシン
と煙体験ハウスで、煙の中を歩く体験も実施。園児たち
は、口を押え、低い姿勢を保ちながら、視界の悪い煙の
中をお友だちと手をつなぎ慎重に通り抜けていました。

「一期一会」介護福祉学校祭
フィンランドの交換留学生も参加

ＪＣが雨煙別川の清掃
もっと誇れるふるさとの川づくりのために
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血
液
セ
ン
タ
ー
が
近
く
に
な
い
地
域
に
出
張

し
献
血
を
行
い
ま
す
。

■
献
血
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

次
の
日
程
で
献
血
バ
ス
が
来
ま
す
。
ご
都

合
の
良
い
時
間
帯
・
場
所
を
選
ん
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
頂
い
た
方
に
は
、
全
15
項

目
の
血
液
検
査
成
績
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

◆
献
血
バ
ス
日
程　

10
月
25
日
㈮

○
南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
前

午
前
10
時
～
10
時
45
分

○
介
護
福
祉
学
校
前

正
午
～
午
後
１
時

○
北
海
道
内
田
鍛
工
㈱
前

午
後
１
時
25
分
～
２
時
25
分

○
栗
山
町
役
場
前

午
後
２
時
40
分
～
４
時

■
献
血
の
現
状
と
将
来

輸
血
用
血
液
製
剤
の
85
％
は
50
歳
以
上
の

方
に
使
用
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
献
血
い
た

だ
い
て
い
る
方
の
約
80
％
は
50
歳
未
満
の
方

で
あ
り
、
輸
血
医
療
を
大
き
く
支
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
若
年
層
（
10
代
・
20
代
）
の

献
血
者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

日
本
の
少
子
高
齢
化
が
今
後
ま
す
ま
す
進

ん
で
い
く
と
、
血
液
需
要
の
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
る
将
来
の
安
定
供
給
に
支
障
を
き
た

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
安
定
供
給
の

た
め
に
も
、
特
に
若
い
世
代
の
献
血
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

■
ど
こ
で
献
血
で
き
る
？

献
血
は
、
主
に
献
血
ル
ー
ム
と
献
血
バ
ス

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

献
血
ル
ー
ム
は
、
駅
前
や
商
店
街
な
ど
、

都
市
部
を
中
心
に
交
通
の
便
が
よ
い
場
所
に

あ
り
ま
す
。
献
血
バ
ス
は
、
献
血
ル
ー
ム
や

■
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

◆
対
象

①
満
65
歳
以
上
の
町
民

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
を

有
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方

◆
助
成
内
容

町
内
の
医
療
機
関
で
12
月
末
ま
で
に
予
防

接
種
を
受
け
た
場
合
に
１
０
０
０
円
を
助
成

し
ま
す
。（
生
活
保
護
世
帯
は
全
額
助
成
）

接
種
費
用
か
ら
１
０
０
０
円
を
控
除
し
た

金
額
を
医
療
機
関
に
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
患
者
の
せ
き
、
く

し
ゃ
み
な
ど
で
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
が
、
鼻

や
気
管
な
ど
の
気
道
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て

感
染
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
冬
の
季
節
に
向
か

い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
心
配
さ
れ

ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
の
予
防
を
お
勧
め

し
ま
す
。

■
予
防
法
は
？

・
流
行
前
に
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
受
け
る

・
日
頃
か
ら
十
分
に
休
養
を
と
り
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
栄
養
を
と
る

・
帰
宅
時
は
う
が
い
、
手
洗
い
を
す
る

■
予
防
接
種
を
受
け
る
時
期
は
？

○
12
月
上
旬
ま
で
に
受
け
る

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
例
年
12
月
か

ら
３
月
頃
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
予
防
接

種
の
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に
は
接
種
後
約

２
週
間
程
度
か
か
り
、
５
カ
月
間
効
果
が

持
続
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

予 防 接 種 ～ワクチン変更のお知らせ～

前
回
は
H
i
b
ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
9
月

11
日
に
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
の
通
達
で
、

新
し
い
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
P
C
V

13
）

の
切
り
換
え
が
決
定
さ
れ
、
P
C
V

13
価
ワ

ク
チ
ン
は
本
年
11
月
1
日
か
ら
接
種
開
始
と

な
り
ま
す
。
生
後
2
カ
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
の
で
、
9
月
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
１

回
目
の
接
種
か
ら
こ
の
ワ
ク
チ
ン
が
適
応
と

な
り
ま
す
。
詳
細
の

案
内
が
で
き
次
第
広

報
誌
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
も
引
き
続

き
ワ
ク
チ
ン
の
説
明

で
す
。

◆
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
H
P
V
）
ワ
ク
チ
ン

最
近
、
特
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
子
宮

頸け
い
が
ん癌
に
対
す
る
予
防
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
栗
山

町
で
は
小
学
６
年
生
か
ら
高
校
1
年
生
ま
で

の
女
性
を
対
象
と
し
て
、
6
カ
月
の
う
ち
に

3
回
の
接
種
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
6
月
か

ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反
応
事
例
検
討
か

ら
「
中
止
で
は
な
く
積
極
的
な
勧
奨
は
し
な

い
」
と
い
う
厚
生
省
通
達
が
出
さ
れ
、
最
近

は
接
種
さ
れ
る
方
が
い
な
く
な
り
ま
し
た
。

子
宮
頸
癌
は
定
期
的
な
婦
人
科
検
診
も
ワ

ク
チ
ン
同
様
に
大
切
で
す
か
ら
、
今
後
の
子

宮
頸
癌
検
診
も
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　◆
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

生
後
間
も
な
い
乳
児
の
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
下
痢
症
を
防
ぐ
目
的
の
ワ
ク
チ
ン
で

す
。
特
に
冬
場
は
ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
に
よ

る
呕
吐
下
痢
症
が
多
く
な
り
、
ロ
タ
は
そ
の

原
因
の
大
半
を
占
め
ま
す
。
乳
幼
児
は
上
手

に
水
分
摂
取
が
で
き
ず
高
度
の
脱
水
状
態
に

な
り
ま
す
。こ
の
た
め
痙
攣
を
起
こ
し
た
り
、

肺
炎
な
ど
他
の
病
気
も
併
発
し
て
重
篤
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
現
在
ワ
ク
チ
ン
は

対
象
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
2
種
類
あ

り
ま
す
が
、
生
後
6
週
か
ら
開
始
し
、
24
週

も
し
く
は
32
週
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。
1
回

目
の
投
与
開
始
が
生
後
16
週
を
過
ぎ
る
と
、

腸
重
責
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
15
週

未
満
で
開
始
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

従
来
の
３
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
、
百
日
咳
：
D
P
T
）
ワ
ク
チ
ン
に
、
今

ま
で
の
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
ポ
リ
オ

様
症
状
発
症
を
防
ぐ
目
的
で
開
発
さ
れ
た
ポ

リ
オ
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
も
の
で
す
。

接
種
は
3
種
混
合
と
同
じ
で
生
後
3
カ
月

か
ら
始
め
、
基
礎
免
疫
と
し
て
約
1
カ
月
毎

に
3
回
、
基
礎
が
終
了
し
て
1
年
か
ら
１
年

半
以
降
に
追
加
接
種
が
1
回
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
成
人
の
百
日
咳
の
発
症
事
例
が

多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
抗
体

価
の
減
少
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
成

人
罹
患
は
周
囲
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
特
に

1
歳
未
満
の
乳
児
や
高
齢
者
へ
感
染
さ
せ
て

し
ま
う
と
、
重
篤
な
肺
炎
に
な
る
事
が
あ
り

ま
す
。
風
疹
や
成
人
百
日
咳
に
対
す
る
予
防

の
対
策
も
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

◆
B
C
G
接
種

こ
れ
も
今
年
か
ら
接
種
方
法
が
変
更
に
な

り
、
従
来
は
生
後
３
カ
月
か
ら
６
カ
月
ま
で

に
接
種
で
し
た
が
、
４
月
か
ら
生
後
5
カ
月

か
ら
12
カ
月
ま
で
に
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

理
由
は
３
～
４
カ
月
児
で
は
腕
の
筋
肉
量

が
少
な
く
、
接
種
に
よ
り
上
腕
骨
の
骨
髄
炎

発
症
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、
予
防
接
種

の
種
類
が
多
く
な
り
、
B
C
G
を
接
種
後

１
カ
月
は
他
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
で
き
ず
、
そ
れ

以
降
の
接
種
計
画
が
混

み
合
う
事
な
ど
で
す
。
栗

山
町
で
は
6
～
7
カ
月

健
診
で
行
っ
て
い
ま
す
。

結
核
は
今
の
日
本
で
も

全
国
で
毎
週
約
3
0
0

名
の
新
し
い
患
者
さ
ん

が
発
症
し
て
い
る
病
気
で
す
。
皆
さ
ん
の
認

識
も
「
過
去
の
病
気
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る

雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
が
、
今
も
広
ま
っ
て
お

り
、
し
か
も
以
前
よ
り
薬
の
効
果
が
鈍
く

な
っ
て
い
て
治
療
に
難
渋
す
る
病
気
の
一
つ

で
す
。
現
在
で
も
接
種
が
有
効
な
対
策
の
一

つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
回
で
終
わ
り
ま
す

の
で
忘
れ
ず
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
栗
山
町
で
の
取
り
組
み

栗
山
町
で
は
多
く
の
方
に
接
種
を
受
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
個
別
の
対
応
を
検

討
し
た
り
、
道
内
で
も
早
い
時
期
か
ら
公

費
助
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た

2
0
0
8
年
か
ら
の
中
学
1
年
、
高
校
３

年
へ
の
麻
疹
・
風
疹
ワ
ク
チ
ン
（
M
R
ワ

ク
チ
ン
）
接
種
が
５
年
間
の
措
置
期
間
を
経

て
今
年
の
3
月
で
終
了
し
ま
し
た
。
M
R

ワ
ク
チ
ン
も
大
切
な
予
防
ワ
ク
チ
ン
で
す

が
、
M
R
1
、
2
期
接
種
を
受
け
た
子
ど
も

た
ち
が
大
学
・
専
門
学
校
入
学
や
社
会
人
に

な
る
こ
ろ
に
は
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
抗
体
価
が

減
少
し
て
い
く
事
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
進
路

先
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要
か
ど
う
か
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
計
画
を
ど
の
順
番
に
し
た
ら
よ

い
か
、
複
数
同
時
接
種
は
心
配
な
い
か
な
ど

予
防
接
種
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
、
心
配
や

不
安
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
遠
慮
な
く
お

尋
ね
下
さ
い
。

◆
に
し
み
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
�
３
６
６
６

◆
町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

☎
�
２
２
５
６

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ 73-2256

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
よ
う
！
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献
血
は
助た

す
け
あ
い

け
愛
い
で
す
‼

400㎖ 献血 200㎖ 献血

年　齢
男性：満 17 ～ 69 歳 男女とも

満 16 ～ 69 歳女性：満 18 ～ 69 歳

体　重 男女とも 50㎏以上
男性：45㎏以上

女性：40㎏以上

次回まで

の間隔

男性：12 週間
男女とも 4 週間

女性：16 週間

献血の基準と間隔

※ 65 歳以上の方は、60 歳以降に献血経
験のある方に限ります。

11 月 1 日より、新しい小児用肺炎球菌ワクチンに切
り替わります。これまでは「７種類」の病原菌の感染
を予防していましたが、これからは「13 種類」の病原

菌に対応したワクチンになります。
接種方法など、詳細については、10

月上旬に接種対象となる方へ個別にご
案内いたします。

health columu

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
は

子
ど
も
た
ち
へ
の
贈
り
物（
２
）

ワ
ク
チ
ン
最
近
の
動
向
と
栗
山
町
の
取
組

健康のコラム

にしみこどもクリニック院長 西
にし

見
み

　寿
とし

博
ひろ

　



－問い合わせ－
子育て支援センター
☎72- 1280

　

こ
れ
か
ら
寒
さ
の
厳
し
い
季
節
に
な
り

ま
す
。
冬
は
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
に

よ
る
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

ま
す
。
部
屋
の
中
を
暖
か
く
す
る
こ
と
で

体
を
温
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。し
か
し
、

そ
れ
で
は
体
の
中
は
温
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
体
の
中
が
温
ま
っ
て
い
な
い
と
、
抵

抗
力
が
低
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

冬
野
菜
に
は
体
を
温
め
る
作
用
が
あ
り

ま
す
。
上
手
に
食
品
か
ら
栄
養
素
を
摂

り
、
体
を
中
か
ら
温
め
、
風
邪
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
！

　

　

風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
に

は
、
外
敵
と
戦
う
免
疫
機
能
を
高
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
体
が
温
ま
り
、
血
液
循

環
を
良
く
す
る
こ
と
で
免
疫
力
は
高
ま
り

ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

■
か
ら
だ
を
温
め
よ
う

　

冬
に
摂
れ
る
野
菜
『
ご
ぼ
う
、
だ
い
こ

ん
、
さ
つ
ま
芋
、
ほ
う
れ
ん
草
、
小
松
菜
、

た
ま
ね
ぎ
、
し
ょ
う
が
』
が
風
邪
予
防
に

効
果
的
で
す
。
刺
激
が
あ
る
食
品
は
、
消

化
を
助
け
、
殺
菌
効
果
が
あ
り
、
風
邪
予

防
に
効
果
的
で
す
。こ
れ
ら
を
雑
炊
、ス
ー

プ
、
う
ど
ん
、
鍋
も
の
に
す
る
と
体
が
温

ま
り
良
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
う
が
い
・
手
洗
い
、
運
動
、
し
っ

か
り
と
し
た
睡
眠
を
心
が
け
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

　

普
段
の
食
事
や
間
食
の
時
間
に
風
邪
予

防
に
役
立
つ
食
材
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
風
邪
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。　

◦
水
分
補
給

発
熱
、
嘔
吐
、
下
痢
に
よ
り
体
内

の
水
分
は
不
足
し
て
し
ま
い
ま

す
。
脱
水
症
状
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
こ
ま
め
に
水
分
を
と
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

◦
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
で
抵
抗
力
Ｕ
Ｐ
！

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
風
邪
の
予
防
や
ウ

イ
ル
ス
退
治
に
力
を
発
揮
し
ま

す
。

◦
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
を
摂
り
、
消
耗

を
防
ぎ
、
回
復
を
早
め
よ
う
！

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
、
に
ん
に
く
や

長
ネ
ギ
、
に
ら
な
ど
に
含
ま
れ
て

お
り
、
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
に
お
い
成

分
に
も
す
ぐ
れ
た
発
汗
・
解
毒
作

用
が
あ
り
ま
す
。

◦
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
代
謝
を
促
進

発
熱
し
た
と
き
や
食
欲
が
な
い
と

き
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
を
含
む

ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

も
効
果
的
で
す
。

ビタミンＣ
緑黄色野菜、イチゴ、
みかん、イモ類

ビタミンＡ
ほうれん草、かぼちゃ、
にんじん、チーズ

のどや鼻の粘
膜を保護！
ウイルスから
ガード

たんぱく質
肉、魚、卵、大豆製品、
乳製品

基礎体力、
抵抗力 UP

亜 鉛
貝類、大豆製品、
レバー

疲労回復や新陳
代謝を活発に！
免疫力 UP

ウイルスや、
寒 さ へ の 抵
抗力 UP

か
ぜ
を
ひ
い
た
そ
の
時
は

町地域医療・保健対策室
　管理栄養士　上西  洵子

新そばまつり
日時／ 10月5 日㈯ 11：00 ～
前売券／ 450 円 ※栗夢プラザ・やな

ぎ屋で販売

秋まつり思い出お絵かき展
期間／ 10月5 日㈯～ 25 日㈮　
町内の幼稚園や保育所に通うお子さ
んの可愛らしい絵がたくさん・・ぜ
ひ見に来てね！

てってって広場
親子一緒に簡単な物づくりをしてみま
せんか？
日時／ 10月1 日㈫、15 日㈫ 10：30 ～
  1 日・・ あかちゃん広場～絵本の紹介
15 日・・せいさく広場～ 2 ～ 3 歳児

根っ子の会絵手紙展
期間／ 10月27 日㈰～ 11 月 7 日㈭　
会員皆さんの温かい作品・・・いた
だくとなぜか心が安らぎます。

大好評！手打ちそば
10 月は 11日・18日・25日です。

  街かど介護相談
日時／第２・4金曜日　11：00 ～13：00

【ホール・会議室ご利用のご案内】　
サークルや各種団体など、商品の展示
会などご利用をお待ちしております。
まずはお気軽にご相談ください！！ 

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ 73-5515・℻ 73-5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　平日   9：30 ～ 17：30
　　　　　休日 10：00 ～ 17：00

ま ち の ひ ろ ば

1 0 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ

【問い合わせ】栗山消費者協会　☎ 72-3581

2013 栗山公園だより１０月号　vol.67

「無料で商品を配ります」・・にはご注意を！
「無料で商品を配る」といって消費者を集め、高額な健康食品や
健康器具などを購入させる、いわゆる「催眠商法」と見られる勧
誘が、栗山町内で連続的に発生しています。催眠商法とは路上や
空き店舗などの臨時に設置した会場に人を集め、そこで商品を無
料で配布したり、販売員が巧みな話術を使ったりして雰囲気を盛
り上げてから、消費者に高額な商品を売りつける販売方法です。

芸術の秋だ！
動物たちを写生しよう！

毎週
月・木曜日

勤労者福祉センター
13：00 ～ 16：00

毎月
第2・4 水曜日

いきいき交流プラザ「サンタの笑顔」
13：00 ～ 15：00

「景品をプレゼントします」「健康によい話をします」と勧誘
されても会場へは行かないこと。もし、会場に行ってしまっ
ても必要がないものは、はっきり断りましょう。催眠商法で
購入した商品は解約できる場合がありますので、南空知消費
生活相談室に相談ください。

■消費者へのアドバイス

開催日：11 月 3 日（日・祝）

今年も 11 月 3 日で栗山公園施設（なかよし動
物園・キャンプバーベキュー場・栗山公園案内所）
が閉園します。これまで来園していただいた皆
さんへ感謝の気持ちを込めて『無料パクパクタ
イム』などのイベントを行います。ぜひ、お越
しください。※詳しくは栗山公園案内所、ホー
ムページにて。

栗山公園感謝祭

上手に

描けるかな！期間：10 月 31 日㈭まで （10：00 ～ 16：00）
場所：栗山公園内なかよし動物園
方法：専用の用紙を栗山公園案内所でお渡

しします。※写生用具はお持ちください。

秋と言えば、芸術の秋。「なかよし動物園」
の好きな動物を描いてみませんか。描いた
絵は、なかよし動物園に展示します。

～催眠商法による勧誘が多発～
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

町道民税　　 ③期  ※コンビニ可
町税納期限

10 月 31 日
木

● 27 日㈰は 8：30 ～ 12：00 に納税相談！
　他の方との重複を避けるためにまずはお電話を。
●役場では、土・日曜日、祝日は出納業務をしていま

せん。コンビニ納付をご利用ください。
●滞納分もコンビニ納付が可能です。ご連絡ください。 納税は便利な口座振替をご利用ください

課税の内容について　町税務課課税グループ  ☎ 73-7505　　　　納税に関するご相談　町税金対策室   ☎ 73-7506

く
ら
し

無
年
金
者
に
生
活
支
援
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
！

◆
対

象

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
の
受
給
資
格

の
な
い
方
で
、
次
の
①
～
③
す
べ
て

に
該
当
す
る
生
活
上
困
窮
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
方
。

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
に
属

し
、
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
な
い
方

②
同
一
世
帯
内
に
収
入
の
あ
る
同
居
人
が

い
な
い
方

③
同
居
し
て
い
な
い
親
族
な
ど
（
第
三
者

を
含
む
。）
か
ら
定
期
的
ま
た
は
臨
時

的
に
金
銭
の
支
援
が
な
い
方

◆
支
給
額　

月
額
5
千
円

◆
申
請
手
続
き　

申
請
書
（
印
鑑
）
の
他
に
審
査
に
必
要

な
書
類
（
通
帳
）
な
ど
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
7

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
！

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

裁
判
に
か
け
て
く
れ
ず
納
得
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
、
検
察
官
の

不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か

を
審
理
す
る
機
関
と
し
て
「
検
察
審
査

会
」
が
あ
り
ま
す
。
審
査
の
申
し
立
て

や
相
談
に
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

検
察
審
査
員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
ま
す
。
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と

き
は
、
住
民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
検
察
審
査
会
事
務
局

　

☎
0
1
2
6
（
2
2
）
6
6
5
0

10
月
か
ら
自
動
車
税
の
徴
収

を
強
化
！

滞
納
者
に
対
し
、
預
貯
金
、
給
与
な

ど
の
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
自
動
車

税
を
納
税
し
て
い
な
い
方
は
、
必
ず
空

知
総
合
振
興
局
納
税
課
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

空
知
総
合
振
興
局
地
域
政
策
部
納
税
課

　

☎
0
1
2
6
（
2
0
）
0
0
5
5

古
本
で
募
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
本
や
Ｃ
Ｄ
な

ど
の
売
却
代
金
を
北
海
道
の
森
づ
く
り

に
役
立
て
る「
古
本
で
募
金
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
や
Ｃ
Ｄ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
な
ど
を
連
携

先
の
ブ
ッ
ク
オ
フ
が
回
収
・
買
い
取
り

を
し
、
そ
の
全
額
を
北
海
道
の
森
づ
く

り
に
活
用
す
る
取
り
組
み
で
す
。
回
収

費
用
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人　

北
海
道
森
と
緑
の
会

　

☎
0
1
1
（
2
6
1
）
9
0
2
2

大
規
模
な
建
築
物
は
耐
震
診

断
が
義
務
に

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す

る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
昭
和
56
年
5
月

以
前
に
着
工
さ
れ
た
建
築
物
の
う
ち
、

不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
す
る
大
規
模

な
建
築
物
な
ど
は
、
耐
震
診
断
の
実
施

と
結
果
の
報
告
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

空
知
総
合
振
興
局
建
設
指
導
課

　

☎
0
1
2
6
（
2
0
）
0
0
6
7

町
建
設
水
道
課
技
術
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
3

国民健康保険税 ④期  ※コンビニ可

後期高齢者医療保険料  ④期
介護保険料  　 ④期

みんなの

水 道

【問い合わせ】
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

口
腔
が
ん
検
診

◆
日

時

　

11
月
10
日
㈰　

午
前
11
時
～
午
後
1
時

◆
場

所　

　

岩
見
沢
市
民
会
館
「
ま
な
み
ー
る
」

◆
検
診
料　
　
　

無　

料

◆
対

象

　

20
歳
以
上
の
方

※
こ
れ
ま
で
口
腔
が
ん
の
検
査
・
受
診
を

さ
れ
て
い
る
方
や
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
と
し
て
の
受
診
は
除
く

◆
申
し
込
み
期
限
・
方
法　

　

10
月
18
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

　

定
員
50
人
※
先
着

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

北
海
道
歯
科
医
師
会

　

☎
0
1
1
（
2
3
1
）
0
9
4
5

栗
山
町
押
し
花
サ
ー
ク
ル   

作
品
展

◆
日

時　

10
月
1
日
㈫
～
10
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
6
時

※
10
日
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

◆
場

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
無
料
体
験
会

10
月
6
日
㈰ 

午
後
1
時
～
3
時
ま
で

（
押
し
花
で
つ
く
る
レ
ト
ロ
な
壁
掛
け
）

◆
問
い
合
わ
せ

押
し
花
サ
ー
ク
ル　

安
達　

☎
�
5
5
0
9

国 民 年 金
国民年金を増やしませんか！
　国民年金の老齢基礎年金額は、満額で
年間 778,500 円ですが、これを受け取る
ためには、20 歳から 60 歳までの 40 年間
の国民年金保険料を完納しなければなり
ません。国民年金に加入していない場合
や、国民年金保険料を納めていない期間
があれば、それに応じて年金額も少なく
なります。このため、本人の申し出によ
り “60 歳～ 65 歳未満 ” の期間、満額に満
たない月数の保険料を納めることで 65 歳
から受け取れる老齢基礎年金を増やすこ
とができる【任意加入制度】があります。
詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民・国保グループ☎ 73-7509

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い

　

健
康
づ
く
り
や
親
睦
と
交
流
を
目
的

に
、
体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日

時

10
月
20
日
㈰　

午
前
9
時
～
正
午

◆
場

所

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
内

容

　

体
を
使
っ
た
楽
し
い
レ
ク
ゲ
ー
ム
な
ど

◆
対

象

　

町
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

◆
参
加
料　
　

無　

料

◆
申
込
期
限　

10
月
10
日
㈭

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い
実
行
委

員
会
事
務
局
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

☎
�
1
3
2
2

一
心
書
道
展

◆
日

時　

10
月
24
日
㈭
～
27
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

※
27
日
は
午
後
4
時
ま
で

◆
場

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
内

容

漢
字
あ
り
、
仮
名
あ
り
、
臨
書
あ
り
、

創
作
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
会
派
・
個
人

の
書
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
単

純
明
快
で
、
奥
深
い
白
と
黒
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

実
行
委
員
会
事
務
局　

杉
本

　

☎
�
5
8
2
7

催
し

給水装置は皆さんの財産
　浄水場で作られた水は、道路の下にある
太い配水管で運ばれます。その配水管から
各家庭それぞれにつなげた管を給水管とい
います。給水管、蛇口、水道メーターなど
は、まとめて給水装置と呼びます。水道メー
ターは、町で設置しているものですが、そ
れ以外の給水装置は所有者の財産です。維
持管理は所有者が行うことになります。
　家庭で安心して水道を使用していただく
ために給水装置は大切に管理しましょう。
※配水管から水道メーターまでの漏水につ

いては、町で負担しています。

Octber ま ち の i n
f o m a t i o

n
月10
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

採
用
・
雇
入
れ
実
務
セ
ミ
ナ
ー

◆
日

時　

10
月
17
日
㈭

午
後
6
時
30
分
～
８
時
30
分

◆
内
　
　
容

　

適
格
な
人
材
を
見
つ
け
る
た
め
に
知
っ

て
お
き
た
い
採
用
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
良

い
雇
用
関
係
を
続
け
る
コ
ツ
の
解
説

◆
受
講
料　
　

無　

料

◆
申
込
期
限　

10
月
11
日
㈮

◆
講
　
　
師

　

社
会
保
険
労
務
士
法
人
北
海
道
賃
金
労

務
研
究
所
（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
）

　

代
表　

石
田　

和
彦 

氏

◆
会
場
・
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
商
工
会
議
所　

☎
�
１
２
７
８

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

◆
日
　
　
時

　

11
月
5
日
㈫
～
８
日
㈮
（
全
４
日
間
）

　

午
前
8
時
～
午
後
5
時

◆
場

所

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
赤
レ
ン
ガ
（
岩
見
沢

市
有
明
町
南
1
）

※
実
技
は
Ｊ
Ａ
い
わ
み
ざ
わ
情
熱
米
タ
ー

ミ
ナ
ル

◆
定

員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

◆
受
講
料

　

3
8
3
7
5
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

◆
予
約
・
場
所
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
労
働
基
準
協
会

☎
０
１
２
６
（
２
4
）
3
0
8
7

催
し

8
0
2
0
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル

◆
日

時

　

10
月
19
日
㈯　

午
後
2
時
～
5
時

◆
場

所　

　

イ
オ
ン
岩
見
沢
フ
ー
ド
コ
ー
ト

◆
内

容

　

無
料
歯
科
相
談
、フ
ッ
化
物
洗
口
体
験
、

無
料
口
臭
測
定
ほ
か

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
歯
科
医
師
会

　

☎
0
1
2
6
（
2
5
）
1
1
9
1

ス
キ
ー
指
導
員
養
成
講
習

栗
山
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
ス
キ
ー
指

導
員
に
挑
戦
す
る
方
の
養
成
講
習
を
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
期

間　

11
月
～
３
月

◆
対

象

･
20
歳
以
上　

Ｓ
Ａ
Ｊ
１
級
取
得
者

･
シ
ニ
ア　

Ｓ
Ａ
Ｊ
２
級
以
上

◆
申
込
期
限　

10
月
31
日
㈭

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

篠
原　

亨

☎
０
９
０（
２
０
５
４
）０
０
２
３

◎住民票、年金　　 ☎ 73-7509
◎ゴミについて　☎ 73-7511
◎水道料金　　   ☎ 73-7514
◎確定申告・町税  ☎ 73-7505
◎納税の相談　　☎ 73-7506

◎予防接種、健診  ☎ 73-2256
◎児童、障がい者福祉　☎ 73-2222
◎高齢者・介護　  ☎ 73-2255
◎公営住宅、町営バス、道路
　　　　　　　　 ☎ 73-7512

栗山町役場（代表）
　☎ 72-1111

くらし電話帳

◆
申
込
期
限　

10
月
18
日
㈮

◆
そ
の
他

講
習
修
了
後
、
検
定
を
行
い
合
格
者
に

そ
れ
ぞ
れ
の
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
各
認
定
証
は
３
年
間
有
効

◆
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

日
赤
栗
山
分
区
事
務
局

　

☎
�
2
2
2
2

未
就
業
看
護
職
員
研
修

　

就
業
意
欲
の
あ
る
看
護
職
者
に
最
近

の
臨
床
看
護
の
情
報
、
技
術
提
供
を
行

い
ま
す
。
実
際
を
通
し
て
再
就
業
の
不

安
を
軽
減
し
現
場
復
帰
の
手
助
け
を
し

ま
す
。　

◆
日

時

　

11
月
21
日
㈭　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

◆
場

所

　

栗
山
赤
十
字
病
院 

2
階
会
議
室

◆
内

容

　

看
護
の
動
向
、
再
就
職
の
心
構
え
、
安

全
な
看
護
技
術
、
医
療
機
器
の
取
り
扱

い
、
採
血
、
末
梢
静
脈
血
管
確
保
、
ボ

デ
ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
、
日
常
生
活
援
助
な

ど
◆
受
講
料　
　

無　

料
※
昼
食
は
持
参

◆
申
し
込
み
期
限　

11
月
5
日
㈫

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
赤
十
字
病
院
看
護
部

看
護
部
長 

刀
根　

☎
�
1
0
1
5

災
害
時
高
齢
者
生
活
支
援
講
習

◆
日

時　

11
月
7
日
㈭

午
後
1
時
20
分
～
3
時
40
分

◆
場

所

　

栗
山
赤
十
字
病
院 

2
階
会
議
室

◆
内

容

　

災
害
時
お
よ
び
避
難
所
な
ど
で
の
生
活

支
援
に
つ
い
て

◆
受
講
料　
　
　

50
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
赤
十
字
病
院　

医
療
社
会
事
業
部

田
中　

☎
�
1
0
1
5

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
・
救

急
員
養
成
講
習

　

急
病
人
や
け
が
人
に
、
正
し
く
応
急

手
当
が
で
き
る
知
識
と
技
術
を
身
に
つ

け
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
基
礎
講
習
会

　

10
月
27
日
㈰　

午
後
0
時
30
分
～
4
時
30
分

◇
対
　
　
象　

満
15
歳
以
上
の
方

◆
救
急
員
養
成
講
習
会

･
11
月
24
日
㈰

　

午
前
8
時
45
分
～
午
後
4
時
30
分

･
12
月
1
日
㈰

　

午
前
8
時
45
分
～
午
後
4
時
30
分

◇
対
　
　
象

救
急
法
基
礎
講
習
を
修
了
し
認
定
さ
れ

た
方
（
定
員
30
人
）

◆
場

所　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
受
講
料　

1
5
0
0
円

講
習

譲
渡
所
得
・
相
続
税
・
贈
与
税

の
個
別
相
談

◆
日

時

10
月
11
日
㈮
、
25
日
㈮
、
11
月
8
日
㈮
、

22
日
㈮
、
12
月
6
日
㈮
、
20
日
㈮

◆
申
込
方
法　
　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
税
務
署

☎
０
１
２
６
（
2
2
）
0
8
1
0

無
料
法
律
相
談

　

法
律
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
無
料

法
律
相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

10
月
18
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
間
程
度
の
法
律
相
談
（
定
員
6
人
）

◆
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　
　
泉
徳
苑
へ

【
金
一
封
】

◇
下
山
民
夫
さ
ん
（
夕
張
市
）

◇
本
田　

諭
さ
ん
（
杵
臼
）

平成 25 年度  ふるさと応援寄附

6,533,101 円4/1 ～ 9/15 までの総数
1150 件

【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。

【
8
月
16
日
～
9
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　
氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  
所

友
延
茜あ

か
ね
こ湖 

8/9

高
橋
芽め

り

な

璃
奈 

8/13

尾
泉
咲さ

ら良 

8/21

天
野
麗れ

い衣 

8/21

伊
藤　

椿
つ
ば
き 

8/29

冨
澤
友ゆ

う
と斗 

9/4

尾
泉
　

花は
な 

9/9

佳

正

沙
矢
佳

重

法

美

貴

準

一

純

子

慎

吾

奈

奈
祥渚

隆

志
薫

諒

次

美

佳

お
め
で
た角

田

朝
日
４

松
風
３

松
風
４

中
央
４

中
央
３

継

立

ご
厚
意

心
の
健
康
相
談

◆
日
時
・
場
所

10
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

10
月
16
日
㈬
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

法
務
局
休
日
相
談
所

◆
日
　
　
時

　

10
月
6
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
内

容

法
務
局
職
員
や
司
法
書
士
な
ど
に
よ

る
、
土
地
・
家
屋
に
関
す
る
登
記
、
成

年
後
見
制
度
、
多
重
債
務
・
自
己
破
産

な
ど
の
無
料
相
談
（
予
約
優
先
）

◆
予
約
・
場
所
・
問
い
合
わ
せ

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

☎
０
１
２
６
（
２
2
）
0
6
1
9

【
8
月
16
日
～
9
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

西
海
俊
一 

66 

8/22 

本

人

澤
野
セ
ツ 

95 

8/25 

本

人

荒
井
武
夫 

62 

8/30 

本

人

柳
田
未
榮
子 

102 

8/30 

本

人

藤
田
正
信 

88 

9/6 

本

人

桂
　

健
二 

82 

9/10 

本

人

白
土
貞
子 

78 

9/14 

幸

雄

お
く
や
み朝

日
４

朝
日
３

松
風
４

桜
丘
２

中
央
4

角

田

雨
煙
別

相
談

◇
栗
山
町
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
（
中
央
3
）

【
物　

品
】

◇
粒
里
（
大
井
分
）

◇
松
原
産
業
（
中
央
1
）

◇
菱
谷　

誠
さ
ん
（
旭
台
）

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
く
す
り
の
え
び
な
（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

【
慰　

問
】

◇
下
山
民
夫
歌
謡
教
室
（
夕
張
市
）

◇
栗
山
町
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
（
中
央
3
）

◇
き
よ
こ
と
テ
ィ
チ
ャ
ー
ズ
（
千
歳
市
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）

◇
山
下
テ
ル
子
さ
ん
（
御
園
）

◇
三
浦
英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
太
田
欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
西
岡
マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
池
畑　

功
さ
ん
（
中
央
4
）

◇
澤
野
勝
義
さ
ん
（
岩
見
沢
市
）

◇
白
戸
幸
雄
さ
ん
（
雨
煙
別
）

　
く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
方
田
寺　

周
田
俊
定
住
職
（
角
田
）

◇
奥
野
軍
一
さ
ん　
（
杵
臼
）

【
物　

品
】

◇
真
教
寺　

小
幡
孝
秀
住
職
（
杵
臼
）

【
慰　

問
】

◇
ビ
ハ
ー
ラ
く
り
や
ま（
吉
田
輝
雄
会
長
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
シ
ナ
リ
ー
化
粧
品
（
砂
川
市
）

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
俱
子
会
長
）

Octber ま ち の i n
f o m a t i o

n
月10
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